






















石炭 田c8?B?，088．8 ??3??B?97－7％ 
％ 田h?T｢?9．8％ 都?CH??
石油 ?CX?r?27．8 ?c?C?149．8％ 
％ ?H?h??1．0％ ??Cx??
天然ガス ?x??42．1 田?Cb?24．4％ 
％ ??x??．7％ ??8??
原子力 　％ 店??12．0 ?H?"?40．7％ 
0．6％ ???2?．8％ 
水力 鉄X??89．8 ???2?95．9％ 
％ 店?ｹ?5．8％ 店??2?
請 涛度??1，560．5 ??ツ8?R?86．8％ 

















































































































アメリカ 澱?ｩ南アフijカ ?SR?Aメリカ ?2?Vンガポール 都r?
カナダ 湯?Iーストラリア ??カナダ ??ｻの他アジア太平洋 ???
中南米 ?s?日本 田B?＜Lシコ ??ｻの他 迭?
欧州 湯?Vンガポール 田?中南米 鉄?
旧ソ連邦 中東 鉄3"??Sビ?ｻの他アジア太平洋 鼎S?欧州 アフリカ ??2?
輸入合計 滴???剽A出会計 ?湯?
北アフリカ 涛2?､ち原油 ??#sr?Iーストiノア ??､ち原油 都2?
西アフリカ 都??､ち石油製品 塔3B?坙{ ?b?､ち石油製品 ?#b?



























































CNPC／PetroChina 儡inopec 劔WestPaciftcPetrochemicaiCorporatjon 
DaIian 鼎????Zhenhai 剴C????DaIian ?c?3??
Lanzhou ?S?C??N 匁v&??#?C?? ?
Fushu ?????M 尾ﾒ?g ?s?3?? ?
Heiiongjiang ?c?C??N ??ing ?s?C?? ?
Liaoyang ?????Guan 凛hou ?c?C?? ?
Shan 冑ai ?#h??? ?
Z ??????? ?
CNPc計 ??C????S 匁?V8ﾇb?8??X???全中国合計 塗?#Ch???
出所　米国エネルギー省　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　バレル／日
日量620万バレルの精製能力は非常に大きな値である。しかしながら、中
国における消費総量は数年まえに日本を追い抜き、増加の一途にあるわけで
あるが、ということは人口比から一人当たり消費量は日本の十分の一強とい
うことになる。精製能力は今後拡大していく必要に迫られている。CNPCや
Sinopecが精製施設のを計画していることはいうまでもない。
広州沿海部にPetroChainaとクウェート石油公社との間で日量30万バレル
クラスの製油所建設が2006年に承認されている。それ以前にもSinopecはエ
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クソン・モービル社とサウジアラビアのサウジ・アラムコとの間で製油所建
設に合意している。クウェートやサウジアラビアなどの中東産原油は総じて
重質である。従って、今後の製油所建設には重質原油に対応できる施設、い
わゆる精製施設の高度化が必要となる。
6，むすび
中国の経済発展にはエネルギー確保が重要な課題となる。21世紀半ばまで
は石炭、石油はエネルギーの中心としていかざるを得ないのが現実である。
そして、本論で紹介したように、中国は原油確保のために諸外国での石油開
発利権を積極的に獲得しようとしている。また、その輸入ルートも安全と安
定を求めるためにパイプライン網を整備しようとしている。ひとつは中央ア
ジアの原油をカザフスタンから、ひとつはロシアのシベリア産を北から、ひ
とつは中東、アフリカ産をミャンマーからというように多種多彩な戦略が講
じられようとしている。
中国はエネルギー確保を図ると同時に、エネルギーの消費効率を改善する
ようにしなければならない。そして、その成果は徐々に現れつつある。
2009年8月2日、中国政府は2009年上期（1－6月）にGDP一定額を産
みだすのに使うエネルギー消費量が前年同期比3．35％減少したと発表した（2）。
昨年上期にも同様に前年比2．88％の減少であった。中国政府は2010年まで
に2006年比で20％の改善目標を立てている。また、2009年8月5日には、
2020年までに太陽光など再生可能エネルギーの発電能力を08年末の13倍に
引き上げ、総発電能力に占める比率を2008年末の1．9％から12．5％に高める
方向で検討を始めたと発表した（3）。欧米並みの再生可能エネルギーの発電
比率を目指すが、中国にとっては再生可能エネルギーを可能な限り取り入れ
（2）日本経済新聞2009年8月2日付
く3）日本経済新聞2009年8月5日付
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たエネルギー消費の多様化が図られていくだろう。
今現在、石油需給はタイトではない。しかしながら、長期的には需給が通
過することは間違いない。そして、原油・石油価格は単に需給関係だけでは
決定されなくなっている。先物取引や政治的な要因が石油価格に影響を与え
るようになっている。中国の戦略が功を奏するか否かは現状では未知である。
しかしながら、世界の石油市場のなかで、中国が必要とする石油の比率が多
くなるということは、他国に影響を与えることは必至である。日本は、長期
間にわたり日量600万バレルを輸入してきた。そして、今後も需要は増えな
いからと楽観していていいのだろうか。日本の石油の90％を調達している中
東産原油にも中国の手は伸び続けている。中国の石油確保は他人事ではない
ということを肝に銘じて今後のエネルギー安全保障政策を検討しなおす時が
きている。
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